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:k 日本組織培養学会第 291副研究会K於ける総会の経過報告

“↓白

1970年6月19日. 20日と山田正篤氏{東大・薬}のお世話で第 29回研究会が閲悩さ

れたが.その際総会において協議または掌認された事項Kっき簡単K報告する。

(以下いずれも承認事項)

1. 新入会員{願序不同}

小山秀機 (勉研究所，生化学郁}

中沢南堂 {東京大学医学部放射槙基礎医学教富}

森山雄吉 {日本医科大学病理学教室}

毛利哲郎 (千葉大学猿学部議物学教護}

久 米川正 好 {大阪大学歯学部口腔解剖学教室現城西歯科大学口腔解剖学

第 1諦鹿}

2. I昭和 44年度決算報告白

収入の部

正会員会 組

賛助会員会費

文部省補助金

43年度繰越金

銀行預金利息

その他骨

計

1 28.500円

270.000 

200.000 

11 5.851 

4.179 

2.793 

721.323円

婚 Annual Dibl iography売上付金

支出の部

各極刊行鈍

Annual Dibliography 

会員通信

会員名簿

郵送費情

幹事選事 鎚

事務 ~2

46ス600円

4，995 

51.380 

53.835 

5.655 

20.000 
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40.000 

643.465円
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71レバイト料2) 1 5.21 0 園内送料Bibl iography 1) 

24.270 

1 4.355 

(医学のあゆみ収税)非会員原稿料を返却

悶外送料

他のそ

"クローン培養…"

77，858円

3) 

昭和 45年度線越金

常任会計幹事の交代3. 

f、
とれまでの常任会計幹事高岡聡子氏(東大・医科研)忙代って昭和 45年度よ b遠藤治良氏

5ヶ年を限度とするとの条件っき。(東大・繋)が引き継ぐ。但し.

外国会員の会費は~問 5 ドルとする。

研究会

4. 

5. 

次回第 30回研究会(昭和 45年秋)* 
問問普雄氏(阪大.積研)

「培養細胞のマーカーj

次々会第 31問研究会(昭和 46年春)

世話人

シンポジウム

進氏(神戸大.医.償生物1

「ウイルスと培養細胞の相互作用j

棚田世話人

女

シンポヅウム

(特忙なし)Bibl iography 

f会員通;信j

6. 

とれまでの世話人佐藤二郎氏(岡大，嫡源研.病車!). n多村男氏(問大.医.小児)K: 

代って佐藤混抵氏(俄浜市大，医.薬理).梅田誠氏(術浜市大.医，組織格発)が11日栴M5

ス

年度より引き継ぐ。

(以下協誠事項)

「会員通信j
旬、

原稿不足Kっき今後とも K会員の情報交換の場としてどんどん利用してほしい。また『会

員通報j発行の期日を明確Kする要あb。

Bi bl i ography 2. 

黒田行昭氏(遺伝研.形質)忙代わる次期 Bibliogr~phy 世話人につき話頭Kなるも.

決定Kは到らなかった。

Bibliographyの内容及び配布先の検討が学会開儲補助と関沌して問頴となり，ー般会員

からとの点につき意見を徴集した。後日幹事会において険討する予定。

日本組織培誕学会第 30回研究会Kお吋る総会の経過報告

昨年幕 12月3， 4日の両日，阪大微研{世話人.岡田欝雄氏)K:おいて第 30回研究会が

rJ日備された。研究会Kさきだち前自には東西両幹事および町 bllography編集担当者.研究会発
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起人，次回研究会世話人など関係者Kお集りいただき(1学会の謀本的あ b方ltC:1期する問顔"

と顕して，組織培養学会がζれまでKかかえてきた来解決のJH1頴. さら Kは当面する問額など

が再略認され討議された。とれらはいずれ次回目f究会(神戸)においても引き続き討訴される

予定であるo従ってととでは第 30回研究会での総会記録を簡単Kとbまとめて報告する。

〔会計中間報告〕

山田正鰐氏より中間報告あり，現時点、では本年度は健全財政。

〔次回研究会世話人〕

堀田進氏(神戸大.医，餓}

シンポジウム r培養細胞とウイルスの相互作用j

日 時:・ 5月28日働.29日出.1971年

f寸 場 所:兵廊県民会館

神戸市生田区下山手通 4丁目

T官L0 7 8 (3 2) 21 3 1 

〔次々回研究会世話人〕

梅田誠氏{俄浜市大.民.組織培養)

シンポジウム，日時.場所等.来定

〔新入会員〕

総会Kおいて承認された方々は.以下の通D。

色朗幹雌 (般医研.奨学研究部)

藤原美定 {神戸大.医.政基医}

県島桂次 (奈良県立医大，第 2病理)

尚，手続き上総会Kは聞に合わず，後日持ち廻り幹事会Kおいて入会が示認された人。

Ur. Joseph Leighton 

、

Deparlment of Pathology 

University of Pittsburgh School of Medicine • 

pittsburgh • pennsylvania 15213 

U.S.A. 

( Bi bl i ography関係〕

黒田行昭氏よ b報告あり.発送は来年早々 (1971年早々)の予定。

また以前から問額とされている Bibli ography編集担当の交代の件Kっき.M々 討議された

にも拘らず結論は出ず。結局1971年一杯は黒田氏が{幹事を含めて.数名の会員忙委

託しながら1引き続きお世話下さるとと忙なった。従ってそれまでK結論を出す要あり。

〔その他の事項〕

心研究会開館補助Kついて

従来の研究会の関慨はすべて世話人 1人忙まかせられた。山田会計幹事からのとれまで
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の会計中間報告の結果からみて.また研究会批耐人の負担を少しでも軽減する目的から幹

事Kおいて研究会世話人tc3万円の補助金を旋すととが提案された。またとのととは総会

Kおいても承認された。

b) 健全財政維持のために次のととが幹事会から提案.報告された。

会費値上付

賛助会裂を増やす

名簿発行を隔年とする

Bibl iographyへの抄録掲峨料をとる

とれらはいずれも総会Kおいて結論を出す段隣Kは至っていなし局o

~次回第 31 悶研究会

期 日 昭和 46 年 5 月 28 日~. 29目的

場所 兵庫県民会館 神戸市生田区下山手通 4丁目

TEL 0 7 8 (3 2) 2 1 3 1 

世話人 期間進

神戸大.医.微生物 旬L078 (34) 7451 

シンポジウム 『培養細胞とウイルスの相互作用J

堀田 進氏の談話

f充分時間をとって討議したい。

最近形式化して突込んだ討績が少ない梯であるが.少しはめをはずしても良いから是非充

分討議して欲しい。 J

ぬ幹事改選報告

昭和 45年度新幹事

東部地区 梅田 践 後藤正義

両部地区 相川正克 角永 武夫

昭和 46年度改選の結果

投票者総数 44名(全員有効投票}

全国を東.西の 2地区K分け.それぞれ 2名ずつ選んでいただいた結果.

東部地区投票数88票 うち有効票 82票

無効票 5票

白票 1票

当選 奥村秀夫 得票数 27 

当選 小山秀機 " 1 3 

次点 松谷 盛 " 9 以下略

商部地区投票数88票 うち有効票 77恕

無効頚 6蝶
， • 、・:・・
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・4・，.. 唱昌明

5票瑛白

18 得票数義正波難当選

11 " 郎幸土井田当選

徳田

以下略

1971年度の幹事は当選なさった上記4氏と現幹事備後藤正義.

四堀川正克，角永武夫 4氏計 8氏忙お願いし，学会運営のお世話をして般〈ととに

10 " 願山古

以上の結果よ T.

次点

誠.

なるととと思います。
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夫武ホ角大阪大学徹生物病研究所世話人

会員の住所変更

住所変更に関する件

既tc1971年発行の名簿K記紋しでありますが.以下の方々の住所.所属が変更忙なりまし

*' 

た。

繁フE藤述

書

事次郎倉島

鴻回赤.納刊日.，a
，
 

•.• 

，，
 

良(電話のみ)

住所表示改正K伴う変更

以下の大学，研究所の住所が変っております。 1971年発行名簿K訂正してあ pますので御

恒.首2新M~ 部辺旋

注意下さい。

筋研究会筋研許所，東北大学医学部. 蘭学部農学部.

東北大学医学部抗酸蘭病研究所

尚.会員名簿K誤T.記較もれがあ Pました。

068 (78).5121 

仙台市星陵町 1-1 

TEL 大阪大学徹生物病研究所

東北大学医学部徹生物学教室

新賛助会員

'* 名簿記般ずみ大五栄養化学株式会社

ユューサイエンス社
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東京都千代田区神田錦町 3-21〒101 

1EL 0 3 (29 4) 56 7 3 

日本ミリポ7.1，'ミテッド

東京都港区白金台 1-4-15〒108

TEL 0 3 (4 4 3) 4 51 4 
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京都大学原学部解剖学教室の宋岡修氏位昨年逝去されました。遅〈なりましたがお知らせい
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:k会員a胤国のお知らせ

既K御存知と思われますが，次の方々が，海外留学よ b帰国されて居られます。

加納永一 土井田幸郎 奥村秀夫

古川利温 須田立雄

.米会計幹事よりのお知らせ

昭和 45年7月27日付(東京・四谷局から郵便振替で 45年度会賞 1.000円を送られ

た会員の方へ。

、、

払込人住所氏名欄K東大・議・生理化学教室内日本組織培養学会遡藤治良と由かれて.

御本人の氏名が不明です。心あた bの方は御申出下さい。

ホ岡人通信

旧会計幹事高岡聡子氏よb

足かけ 5年の会計幹事を定年退職いたしました。会員の脅さま，費助会員の脅さま，い

ろいろと御協力下さいまして有がとうとざいました。せっせとかき集めてもピプリオグラ

フィを発刊するとスァカラカンKなってしまうという培養学会のお台所のや~ < ~はなか
なか大変でした。会質の値上吋を提案したらば.その時折b悪し〈ピプリオグラ 7 .f代を

支払っていな〈て黒字の帳尻だった為tcr何故値上げの必要があるかjと叱られたりJ将

来計画委員会の費用が会員会費 100人分Kも相当するではないかJ と叱られたとともあ

bました。せめて予算のたつ会計Kしたいと帳簿をエランデもどう Kもならず，幹事の皆

さんと収入源Kついて頭を0ねったとともありました。そして結局会員の会費倍増.賛助

会員の会費橋口Kふみ切り.どうやら 1969年度も黒字で終るととが出来ました。しかし

一方建設的K考えると.いろいろと悶額の多いお台所ですから.皆さんもせめて会費完納

K御協力下さいませ。

掃鹿応の貴島滋.瀬戸淑子，原洋二，緒先生は退会K際して.会費を完納して下さいま

した。会賞未納のままお返事も頂けな〈なってしまう方々の多い中で本当K蛾しいととで

とざいました。 、-ー'
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会員の方々の会鈍未納Kついて{敬称を略させて頂きます3
。幹事註

1966年から未納の方 α3.500】 19ω年度末現在の未納者

田中信男 ですーその後K会費を納入

1967年から未納の方('13.000) -された方Kは失礼、、たしま

名倉英明 川喜岡愛郎 す。

1968年から未納の方('12.500】

消水悠紀臣 石田名脅雄 田沼頼夫 佐藤 英

渡鼠郁夫 富永 浮 吉岡勇雄 伊沢久夫
" 

甲野礼作 中村逸雄 須田立雄 新津恒良

岩崎締ー 河合和夫 小 111 透 柴田寛

加納永 松山償 嶋田正典 滝野辰郎

伊藤英太郎 竹岡正司 加藤四郎 小川和朗

青木英夫 喜岡村 勇 瀬戸 武司 鈴木茂美

先生方どうぞ次期研究会会場で納入なさって下さい。出席不可能な方は f東京都文京区本

郷 東大誕学郎生理1t学教室 遠藤治良j宛K御送金下さいませ。高岡聡子 (197ローラー31s

!日会員通信係 佐麓二郎氏より

培養学会の通信の件で会員の皆さんK大変御迷惑をおかけいたしました。

住所変更，会計報告.次白i案内等必要事項の遅れが.熱心な会員の皆さんK御不使をかけ

たととを深〈お詫びいたします。今後は横浜市立大学医学部佐藤温誼.梅田誠両氏の前・で

発行されるととになpます。会員聞の連絡其の他宜し〈お願いいたします。

勝因甫氏より

先l'C，別刷"日本Kおける組織培養細胞株の維持現況"盈白質 終目安 酵素， Vo1.1 5， 

No.5， 645-654， '1970をお送b致しましたが.下記のよう K一部改訂致したしよろ

し〈御配慮のほどお願いrJ1し上げます。

記

合 p.647，下から呪8.7行自の L5， S 3-9Iv. B 1 6-XI綜は維持責任者所属一福島県立医

科大学・細菌となってwるが.放医研・生理病患K訂正。

合 p.651，下から 14行目.倍大・医・ウイルスは.金沢大・錨研・ウイルス K訂正o

n'p.651，下から 9行目.三重県立医大・磁生物は.三重県立大・医・徹生物K訂正。

食 p.651，下から 6行副.京大・ウイルス研・病理は病理を削除.京大・ウイルス研と

なる。

合 p.652，下からス 6.5.4，3.2行自の FL，EKP， HeLa. PS， JTC-~ E株は.維持賀任者

所属一神戸大・医・微生物Kなっているが.岡山大・医・小児科K訂正。

合 p.645，の上から 6行目.長大・医・ウイルスを長大・熱研・ウイルス K訂正。
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，*会員の住所変更の追加

Dr .Kouichi . 1'akano 

Life Sciences Diヤision

Meloy Laboratories. 

6631 Iron Place. SpringCield. 

VJrginia 22151， 

U.S.A. 

nIC編集後記

会員通信第12号よりの編集を，横浜市大・医が担当するとと忙なりました。通信というもの

の持たねばならない適時性を充分考慮して発行をおこないたいと考えています。会員諸兄の投稿

を歓迎いたします。
(佐藤，梅田)
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